
自己紹介
宮本友未(みやもと ゆみ)

一般社団法人エンパシティックライフ 代表理事

資格：歯科衛生士、メンタルケア心理士、

フードコーディネーター、スイーツ・スペシャリスト、

パンマイスター、医療事務、

英検2級、普通自動車免許

◎カウンセリング実施：食品加工、飲食業、製造業、人材派遣業、歯科医院他、

企業各社、個人カウンセリングは多数

◎客演セミナー：生命保険会社（明治安田生命、東京海上日動あんしん生命他）、

教育機関（光ヶ丘女子高等学校他）、業界団体など多数



法人紹介
一般社団法人エンパシティックライフ

「すべての人がいつまでも自分の口で

食べることができる」社会を実現
を目標に、訪問口腔ケアのできる歯科衛生士の育成、訪問歯科・

口腔ケアの拡充、訪問歯科・口腔ケアのスタートアップコンサルティング、

多職種連携、病院・施設での口腔ケア研修等を主な業務とする

フリーランス歯科衛生士グループ

＜３つの社会的意義を提唱＞

・ 人生100年時代のQOL

・ 女性の活躍推進

・ 歯科業界の人手不足解消



目標

訪問歯科衛生士ステーションを設立する
（訪問看護ステーションの歯科分野。
独立した事業体で、歯科衛生士が訪問口腔ケア・摂食支援を行い、ご高齢者様の
誤嚥性肺炎予防や食べる喜びの充実に努める）

【実現するために必要なこと】

① 訪問先介護施設の確保
（上記サービスを介護施設に導入することで、厚労省が推奨する歯科口腔保健の
普及活動に繋がる。が、現状、要介護者・障がい者（児）における歯科口腔保健サービス
は、現場では不足している。
これは、介護施設経営者がその必要性を認識していないことが第1原因である）

② 訪問歯科衛生士の育成講座の充足
（また、歯科衛生士の多くは、歯科医院での外来勤務を選択し、訪問口腔ケア・摂食支援
に従事していないため、歯科衛生士が、要介護者・障がい者（児）に対する専門的
口腔ケア技術・知識を学び、経験できる場所が不足していることが第2原因である）





地域の歯科医院様

エンパシティックライフ
ご利用者様

ケアマネージャー様

口腔機能のこと、
摂食嚥下のこと、

日々の口腔ケアのこと
お気軽にお問い合わせ

ください！







上流



国・厚生労働省の考え方

①超少子高齢社会を乗り切る方法は地域包括ケア以外にない

②我々は地域包括ケアしか選ぶことができない

③「あらゆる政策の柱」に「地域包括ケアの推進」を置く

在宅・介護施設での訪問歯科診療の推進



地域包括ケア
モデル



社会的ニーズとして

ご高齢者様の誤嚥性肺炎予防のために

ご高齢者様の「食べるよろこびを守る」ために
（生きがい支援の一環として）







ご案内

Facebook Instagram

一般社団法人エンパシティックライフ


